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調査目的

各国の国際競技連盟(IF)役員ポスト獲得状況から、日本の国際的立ち位置を把握すること

調査対象

夏・冬オリンピック・パラリンピックIF 計48団体、ポスト数1,030
※東京2020大会・パリ2024大会追加競技IF、 IPC理事会構成メンバーを含む

調査方法

➢ 各IFのホームページから役員ポスト保持者を一覧化
※IFによって、理事会の表記の仕方が“Executive Board”, “Council”など異なるが、会長、副会長、事務総長（又はCEO、専務理事等）、会計役及び

理事メンバーで構成された会議体（理事会）を本調査の調査対象とした。

※理事会の中でも会長、副会長、事務総長（又はCEO、専務理事等）の3役は理事の中でも特に意思決定に与える影響が大きいと定義し、

Executive Board（EB) とする。

※本調査は2022年12月末時点の各IFホームページの情報に基づき集計した。

➢ NOC/NPC単位のポスト取得数を算出
※本調査での「国籍」の定義はNOC/NPC単位とする。 イングランド、スコットランドなどはイギリスとして集計した。

※各NOC/NPCの所属地域はIOCが定める各大陸における国内オリンピック委員会を統括する５つの組織の規定を参考として、5分類（アフリカ、アメリカ、

アジア、ヨーロッパ、オセアニア）とした。

➢ 各国・地域の獲得ポスト数に加え、「寄与度」を便宜的に算出し集計
※「寄与度」は、理事会の意思決定において寄与度が大きいと考えられる以下の役職に点数を加算し算出

会長 5点、 副会長 2点、事務総長 3 点、会計役 2点、理事メンバー 1点

※個々のIFの事情により、実際の各役職の寄与度が上記の点数通りにならない場合もあり得るが、本調査では一律に配点を行った。

➢ 各国・地域の役員ポスト獲得数と東京2020大会、北京2022大会でのメダル獲得数を比較し、関係性を分析

調査概要

3Copyright © JAPAN SPORT COUNCIL. All Rights Reserved.



調査結果

日本の役員ポスト

日本のポスト数は第5位（36ポスト）、寄与度は第7位（46ポイント）であり、ポスト数、寄与度ともにアジア地域の中で首位

を維持している。前回調査と比較し、ポスト数、寄与度ともに1ランクアップした。

ポスト獲得数上位国においてEBの割合は30%前後で推移しているのに対し、日本は16.7%と低くなっている。

大陸別のポスト数

大陸別に見ると、前回調査同様にヨーロッパ大陸が40%以上を占めた。

IF別の男女比率

総数1,030名中、男性753名、女性277名であり、女性の比率は26.9%となった。これは前回調査と比較し2.2%増加している。

東京2020大会、北京2022大会でのメダル獲得数との関係性

東京2020大会、北京2022大会において各国・地域が獲得したメダル数と、IFポスト獲得数をオリンピック、パラリンピック別

に相関分析を行った結果、どちらもにも相関関係を確認することができた。ただし、因果関係についてまでは今回分析していな

い。

※「前回調査」と記載されているものは、すべて2022年2月に独立行政法人日本スポーツ振興センター（JSC）が実施した調査のことを指す。

※本調査はJSCの独自調査であり、すべての集計結果は、あくまで参考としての位置付けである。
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調査対象IF 1/2

※「O/P」の記載：

「O」：オリンピック 「P」：パラリンピック 「O/P」：オリンピック及びパラリンピック
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計 48 団体 ／ ポスト数 1,030

※東京2020大会、北京2022大会及び

パリ2024大会の実施競技のIF

調査対象IF 2/2

※「O/P」の記載：

「O」：オリンピック 「P」：パラリンピック 「O/P」：オリンピック及びパラリンピック
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✓ 日本のポスト数は36で第5位。前回調査より1ランクアップ

✓ ポスト数上位国の中では前回調査からブラジルが４人増、日本とスペインが3人増など人数を延ばした。

✓ 近年のオリンピック・パラリンピック開催国はポストを多く獲得している傾向がある。

IF役員ポスト獲得数 上位国

順位 順位
( 22.02)

前回

⽐較
国名 ⼤陸 ポスト数 ポスト数

( 22.02)

1 1 USA-United States AMERI CA 62 63

2 2 GBR-Great Brita in EUROPE 50 54

3 3 AUS-Austra lia OCEANI A 43 45

3 4 FRA-France EUROPE 43 43

5 5 I TA-I ta ly EUROPE 36 36

5 6 JPN-Japan ASI A 36 33

7 6 CAN-Canada AMERI CA 35 33

8 9 GER-Germ any EUROPE 30 31

9 10 CHN-China ASI A 27 26

10 11 RSA-South Africa AFRI CA 21 19

11 11 EGY-Egypt AFRI CA 20 19

12 14 ESP-Spa in EUROPE 19 16

12 13 NED-Netherlands EUROPE 19 18

12 8 RUS-Russian Federation EUROPE 19 32

15 19 BRA-Brazil AMERI CA 17 13

15 14 KOR-Republic of Korea ASI A 17 16

17 17 NZL-New  Zea land OCEANI A 16 15

順位 順位
( 22.02)

前回

⽐較
国名 ⼤陸 ポスト数 ポスト数

( 22.02)

18 21 ARG-Argentina AMERI CA 13 12

18 19 AUT-Austria EUROPE 13 13

18 23 GRE-Greece EUROPE 13 11

18 23 HUN-Hungary EUROPE 13 11

18 21 MEX-Mex ico AMERI CA 13 12

18 23 ROU-Rom ania EUROPE 13 11

18 14 SUI -Sw itzerland EUROPE 13 16

18 18 SW E-Sw eden EUROPE 13 14

26 23 FI N-Finland EUROPE 12 11

26 23 QAT-Qatar ASI A 12 11

28 28 POL-Poland EUROPE 11 10

28 28 UAE-Utd Arab Em irates ASI A 11 10

30 34 CRO-Croatia EUROPE 10 8

30 30 CZE-Czech Republic EUROPE 10 9

32 34 DEN-Denm ark EUROPE 9 8

32 30 POR-Portuga l EUROPE 9 9

32 30 TUR-Turkey EUROPE 9 9
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✓ 会長 5点、 副会長 2点、事務総長 3 点、会計役 2点、理事メンバー 1点を配点し、「寄与度」を算出
✓ 日本の寄与度は46ポイントで第7位で前回調査より1ランクアップ（前回調査43ポイント）
✓ 直近のオリンピック・パラリンピック開催国のフランス、イタリア、アメリカ、オーストラリアが上位にランクイン
✓ スペイン（寄与度9位、ポスト12位）、韓国（寄与度11位、ポスト15位）は要職の総人数に占める割合が高く、ポスト数と

比較し寄与度のランキングが高くなっている。

寄与度 上位国

順位 順位
( 22.02)

前回

⽐較
国名 ⼤陸 寄与度

1 2 USA-United States AMERI CA 93

2 1 GBR-Great Brita in EUROPE 89

3 3 FRA-France EUROPE 75

4 4 I TA-I ta ly EUROPE 70

5 4 AUS-Austra lia OCEANI A 60

6 6 GER-Germ any EUROPE 54

7 8 JPN-Japan ASI A 46

8 8 CAN-Canada AMERI CA 45

9 10 CHN-China ASI A 38

9 12 ESP-Spain EUROPE 38

11 16 KOR-Republic of Korea ASI A 31

12 13 EGY-Egypt AFRI CA 30

13 16 BRA-Brazil AMERI CA 29

13 11 SUI -Sw itzerland EUROPE 29

15 15 RSA-South Africa AFRI CA 28

16 7 RUS-Russian Federation EUROPE 27

17 14 SW E-Sw eden EUROPE 26

順位 順位
( 22.02)

前回

⽐較
国名 ⼤陸 寄与度

18 21 GRE-Greece EUROPE 24

19 16 AUT-Austria EUROPE 22

20 19 NED-Netherlands EUROPE 21

21 20 ARG-Argentina AMERI CA 19

22 21 NZL-New  Zea land OCEANI A 18

23 23 DEN-Denm ark EUROPE 17

23 25 HUN-Hungary EUROPE 17

23 27 ROU-Rom ania EUROPE 17

26 25 MEX-Mex ico AMERI CA 16

26 23 TUR-Turkey EUROPE 16

28 27 CZE-Czech Republic EUROPE 15

28 36 FI N-Finland EUROPE 15

28 27 UAE-Utd Arab Em irates ASI A 15

31 27 POR-Portuga l EUROPE 14

31 32 QAT-Qatar ASI A 14

33 32 BEL-Belg ium EUROPE 13

33 32 POL-Poland EUROPE 13

33 35 SRB-Serbia EUROPE 13
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✓ 理事会の中でも会長、副会長、事務総長（又はCEO、専務理事等）の3役は理事の中でも特に意思決定に与える影響の大きいと定義し、
Executive Board（EB) とする。また、全ポストに占めるEBの割合をEB割合として算出した。

✓ ポスト獲得数上位国においてEBの割合は30%前後で推移しているのに対し、日本は16.7%と低くなっている。

✓ スペイン、韓国、ギリシャのEB割合は40%を超えている。

IF役員ポスト獲得数上位国 幹部ポスト保持率
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✓ IF役員総数に占める割合が高いのは、順にヨーロッパ大陸、アメリカ大陸、アジア大陸、アフリカ大陸、オセアニア大陸であり、
これは前回調査と比較しても大きく変わらない。

✓ ヨーロッパ大陸の役員が4割以上を占めた。

IF役員 大陸別割合
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✓ 1,030名中、男性753名、女性277名。女性の比率は26.9%（前回調査
+2.2%）

✓ 女性の比率が40%を超えるIFは前回調査同様、FEI、World Rowing、IPCの３
団体のみ

✓ 前回調査から女性比率が10%以上増加したのは、IBA、 World Aquatics、IWF、
IBU、FISの5団体

IF別 男女比率
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✓ 東京2020大会、北京2022大会において各国・地域が獲得したメダル数と、IFでのポスト獲得数についてオリンピック、パラリン
ピック別に相関分析を行った。

✓ その結果、ポスト数とメダル数には相関関係があることが分かり、特にオリンピックにおいて強い関係性が見られた。ただし、因果
関係については今回分析していない。

※ロシアオリンピック委員会（ROC）、ロシアパラリンピック委員会（RPC）が獲得したメダルは便宜上RUS-Russian Federationに計上した。

役員ポスト数とメダル獲得数の関係性
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✓ 全36名（会長１、副会長4、事務総長1、理事30 / 男性28、女性8）

✓ 赤字は前回調査以降の新規役員

※前回調査以降の退任者については除外

日本人IF役員一覧

13Copyright © JAPAN SPORT COUNCIL. All Rights Reserved.


